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所得税の確定申告所得税の確定申告とと
住民税の申告が始まりま　　　　住民税の申告が始まりますす

申告相談申告相談はは２２月月１８１８日（月）か日（月）からら３３月月１５１５日（金）ま日（金）までで

月曜日月曜日はは１９１９時まで受付時間を延長（市役所のみ時まで受付時間を延長（市役所のみ））

　なお、医療費控除は税金の計算における控除

額なので、支払った医療費そのものが還付され

るものではありません。

※平成２９年分の申告から、領収書の提出の代わ

りに「医療費控除の明細書」の添付が必要と

なります。なお、医療費の領収書は５年間保

管する必要があります。また、所定の事項が

記載された「医療費通知」（医療費のお知らせ

など）を提出する場合は、明細書の記載や領

収書の保管を省略することができます。

▼セルフメディケーション税制（医療費控除の

特例）

　健康の保持増進及び疾病の予防に関する一定

の取り組みを行った方が、１２，０００円以上の対象

医薬品を購入した場合には、控除を受けること

ができます。この控除を適用する場合には、通

常の医療費控除の適用はできません。

※平成３１年分までの確定申告については、医療

費の領収書の添付または提示によることもで

きます。

■申告書の作成はパソコンで鎧　
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成

コーナー」で確定申告書などを作成し、印刷

して税務署に提出（郵送）することができます。

■問い合わせ

▼滝川税務署（緯２２～２１９１）

▼税務グループ（市役所１階緯４２～３２１７）
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　国民健康保険や後期高齢者医療保険に加入してい

る方（加入者ではない世帯主を含む）は、所得がな

かった場合でも収入申告が必要です。

　未申告の方がいる場合、保険税（料）の軽減制度

を受けられないことがあります。

国保などの加入者は収入申告が必要で国保などの加入者は収入申告が必要ですす

▼滝川税務署【確定申告】

　平日９時から１６時まで

▼市役所４階会議室（２月２８日（木）からは３階会

議室に変更となります）【確定申告・住民税申告】

　平日８時３０分から１７時まで（月曜日のみ１９時まで）

※次に該当する方は、税務署での相談・申告をお願

いします。

・事業所得、土地建物や株式の譲渡所得、繰越損失、

雑損控除のある方

・不動産所得などがあり、収支内訳書の記載方法が

わからない方

・該当年分以外の年分の申告をされる方

会場・受付時会場・受付時間間

▼給与所得者

　給与を２か所以上から受けている方や給与以外の

所得が２０万円を超える方

▼給与所得者以外

　営業、不動産などの所得金額の合計額が、基礎控

除・その他各種所得控除の合計額を超える方など

確定申告が必要な確定申告が必要な方方

　１月１日現在、本市に住んでいる方は、原則とし

て住民税の申告が必要です。確定申告をする必要が

ない方であっても、住民税を計算する際に各種所得

控除を適用したい場合には住民税申告が必要なほか、

住民税申告は様々な行政サービスに利用されますの

で、収入のなかった方も、その旨申告してください。

住民税の申告が必要な住民税の申告が必要な方方

　確定申告をした方、給与所得のみで年末調整済み

の方、公的年金の収入のみで公的年金等の源泉徴収

票に記載のある所得控除等の内容に変更がない方は、

住民税の申告は不要です。　

住民税の申告が不要な住民税の申告が不要な方方

　１年間に支払った医療費から補てんされる保険金

などを差し引いた金額が、一定額を超えるときに受

けられる控除です。

医療費控除につい医療費控除についてて

▽マイナンバーカード（個人番号カード）、お持

ちでない方は、番号確認書類（通知カードな

ど）と身元確認書類（運転免許証、身体障害

者手帳など）

▽印鑑と預貯金口座番号がわかるもの

▽確定申告のお知らせハガキ

▽給与や年金の源泉徴収票

▽生命保険の満期保険金を受け取った方は、必

要経費などの明細がわかるもの

▽社会保険料などの領収書（任意継続など）、国

民年金保険料は日本年金機構から送付される

控除証明書及び領収証書

▽生命保険料、地震保険料などの控除証明書

▽障害者手帳、障害者控除対象者認定証

▽寄付金の証明書

▽医療費控除の明細書、高額療養費や生命保険

など補てんされた金額がわかるもの

▽セルフメディケーション税制の明細書のほか、

一定の取り組みを行ったことを明らかにする

書類（特定健康診査等の結果通知表など）

申告に必要なも申告に必要なものの
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屋
根
の
雪
や
つ
ら
ら
を

屋
根
の
雪
や
つ
ら
ら
を
早早

め
に
下
ろ
し
ま
し
ょ

め
に
下
ろ
し
ま
し
ょ
うう

▽
屋
根
の
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど

が
道
路
に
落
ち
る
構
造
の
建
物

に
は
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
丈

夫
な
滑
り
止
め
な
ど
を
つ
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
滑
り
止
め
の
強
度
不
足
や
部
品

の
劣
化
に
よ
る
落
下
を
防
ぐ
た

め
、
定
期
的
に
点
検
を
行
い
、

悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
き
は
必

ず
修
繕
し
ま
し
ょ
う
。

▽
屋
根
の
雪
や
氷
な
ど
は
、
気
温

が
急
に
上
昇
し
た
と
き
、
特
に

マ
イ
ナ
ス
３
度
く
ら
い
か
ら
プ

ラ
ス
３
度
く
ら
い
に
な
っ
た
と

き
に
落
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。

歩
行
者
や
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

た
ち
に
注
意
し
、
早
め
に
雪
や

氷
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

危
険
な
軒
下
を
歩
か
な

危
険
な
軒
下
を
歩
か
な
いい

よ
う
に
し
ま
し
ょ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
うう

▽
建
物
を
管
理
し
て
い
る
方
は
、

看
板
や
ロ
ー
プ
な
ど
で
歩
行
者

に
注
意
を
促
す
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

▽
屋
根
等
か
ら
の
落
氷
雪
の
危
険

が
あ
る
場
所
で
は
子
ど
も
を
遊

ば
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
見

か
け
た
と
き
は
声
を
か
け
て
注

道
路
に
雪
を
出
す
の
は

道
路
に
雪
を
出
す
の
は
やや

め
ま
し
ょ

め
ま
し
ょ
うう

▽
歩
行
者
や
車
の
通
行
に
支
障
と

な
り
ま
す
の
で
、
屋
根
の
雪
な

ど
住
宅
敷
地
内
に
積
も
っ
た
雪

は
道
路
へ
出
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▽
高
い
建
物
の
壁
、
窓
枠
、
突
出

看
板
な
ど
か
ら
の
落
氷
雪
は
少

量
で
も
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

付
着
し
た
雪
や
氷
は
、
こ
ま
め

に
取
り
除
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
落
氷
雪
の
除
去
の

際
に
は
、
歩
行
者
へ
の
じ
ゅ
う

ぶ
ん
な
安
全
対
策
を
行
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
毎
年
、
冬
に
な
る
と
、
屋
根
に
積
も
っ
た
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
が
落
ち
て
歩
行
者
が
け
が
を
し
た
り
、

死
亡
し
た
り
す
る
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
の
通
行
を
円
滑
に
し
事
故
を
な
く
す
た
め
、
特
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
北
海
道
・
北
海
道
警
察
・
土
木
建
築
グ
ル
ー
プ
〉

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
屋
根
か
ら
た
く
さ
ん
の
雪
が
落

ち
た
と
き
は
、
直
ち
に
人
が
巻

き
込
ま
れ
て
い
な
い
か
確
か
め

る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

屋
根
の
雪
・
氷
に
よ

屋
根
の
雪
・
氷
に
よ
るる

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
　
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！！

平
成
を
振
り
返

平
成
を
振
り
返
りり

　
１
９
８
９
年
１
月
８
日
、
こ
の

日
か
ら
平
成
が
始
ま
り
、
今
年
が

平
成
最
後
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
最
後
の
年
に
ち
な
み
、
歌

志
内
市
で
平
成
時
代
に
ど
ん
な
で

き
事
が
あ
っ
た
か
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
平
成

元
年
か
ら
　
年
ま
で
の
主
な
で
き

１０

事
で
す
。

▼
平
成
元
年

▽
か
も
い
岳
国
際
ス
キ
ー
場
Ｔ
バ

ー
、
ペ
ア
リ
フ
ト
完
成
（
　
月
）

１１

▼
平
成
２
年

▽
中
空
知
広
域
水
道
企
業
団
水
道

水
の
供
給
開
始
（
４
月
）

▼
平
成
３
年

▽
健
康
づ
く
り
の
ま
ち
宣
言
（
３

月
）

▼
平
成
４
年

▽
高
齢
者
健
康
セ
ン
タ
ー
チ
ロ
ル

の
湯
オ
ー
プ
ン
（
　
月
）

１２

▼
平
成
５
年

▽
高
齢
者
健
康
セ
ン
タ
ー
チ
ロ
ル

の
湯
宿
泊
施
設
オ
ー
プ
ン
（
８

月
）

▼
平
成
６
年

▽
か
も
い
岳
ト
ン
ネ
ル
完
成
（
　１２

月
）

▼
平
成
７
年

▽
ア
リ
ー
ナ
チ
ロ
ル
オ
ー
プ
ン

（
１
月
）

▽
空
知
炭
礦
閉
山
（
３
月
）

▼
平
成
８
年

▽
新
装
か
も
い
岳
温
泉
オ
ー
プ
ン

（
５
月
）

▽
チ
ロ
ル
の
湯
露
天
ぶ
ろ
オ
ー
プ

ン
（
　
月
）

１１

▼
平
成
９
年

▽
開
基
１
０
０
年
記
念
式
典
（
　１０

月
）

▼
平
成
　
年
１０

▽
「
代
継
ぎ
の
桂
」
北
海
道
記
念

保
護
樹
木
指
定
（
３
月
）

　
平
成
の
前
半
で
は
、
美
人
の
湯

と
し
て
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て

い
る
チ
ロ
ル
の
湯
の
オ
ー
プ
ン
な

ど
に
よ
り
、
観
光
入
込
客
数
が
増

え
た
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
空

知
炭
礦
の
閉
山
に
よ
り
人
口
減
少

が
加
速
化
し
た
と
き
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
開
基
１

０
０
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を

迎
え
た
時
代
で
し
た
。

〈
企
画
広
報
グ
ル
ー
プ
〉

平
成
元

平
成
元
年年～

平
成

　
　
　
～
平
成
　
年年
１０１０
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スプレー缶（廃エアゾール製品等）スプレー缶（廃エアゾール製品等）のの

処理と廃棄方法について　　　　　　　処理と廃棄方法について！！

　不適切なスプレー缶の廃棄処理方法により、１２月に札幌市で大きな爆発火災事故がありました。

　本市においては、使用済スプレー缶やカセットボンベなどは穴を開けずに、中身のガス抜きを完全に

行ったうえで、透明なレジ袋などに入れて、「危険ごみ」として、毎月第１・２・３週の水曜日に出して

ください。

　このガス抜きの処理方法について、次の点に注意しましょう。

▼問い合わせ　環境交通グループ（緯４２～３２１７）

①缶をカラにす①缶をカラにするる

▽▽製品を使い切って缶の中身をカラにする製品を使い切って缶の中身をカラにする。。

▽▽使い切れない場合は、中身を出して缶を使い切れない場合は、中身を出して缶をカカ

ラにするラにする。。

②缶がカラになったか確認す②缶がカラになったか確認するる

▽▽缶を振って音を聞いて確認する缶を振って音を聞いて確認する。。

※中身が残っていると「シャカシャカ」「※中身が残っていると「シャカシャカ」「チチ

ャブチャブ」と音がしますャブチャブ」と音がします。。

③ガス抜きキャップを使ってガスを抜③ガス抜きキャップを使ってガスを抜くく

▽▽製品に書いてあるガス抜きキャップの使製品に書いてあるガス抜きキャップの使いい

方をよく読む方をよく読む。。

▽▽火気のない、風通しの良い屋外で行う火気のない、風通しの良い屋外で行う。。

④透明なレジ袋などに入れ④透明なレジ袋などに入れてて「「危険ごみ危険ごみ」」のの

日に排出します日に排出します。。

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
消
防
本
部
緯
４
２
～
３
２
５
５
〉

　
道
内
で
は
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や

落
雪
な
ど
に
よ
り
灯
油
タ
ン
ク
や

配
管
が
破
損
し
、
灯
油
漏
れ
や
ガ

ス
漏
れ
事
故
が
毎
年
発
生
し
て
い

ま
す
。
冬
を
安
全
・
安
心
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

■
雪
下
ろ
し
に
よ
る
衝
撃
に
注
意

▽
雪
の
衝
撃
に
よ
り
灯
油
タ
ン
ク

や
配
管
の
破
損
、
L
P
ガ
ス
の

容
器
バ
ル
ブ
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
、

給
配
管
等
の
破
損
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
雪
下
ろ
し
の

際
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

■
屋
根
か
ら
の
落
雪
が
あ
っ
た
場

合
▽
灯
油
タ
ン
ク
や
ガ
ス
設
備
周
囲

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
灯
油
タ
ン
ク
の
残
量
を
定
期
的

に
確
認

▽
灯
油
の
残
量
を
把
握
す
る
こ
と

で
灯
油
漏
れ
を
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
灯
油
タ
ン
ク
や
ガ
ス
設
備
周
囲

を
除
雪
し
異
臭
が
な
い
か
確
認

▽
管
理
を
万
全
に
す
る
こ
と
で
破

損
を
防
止
で
き
ま
す
。
も
し
、

異
臭
が
し
た
場
合
は
元
栓
を
閉

め
、
販
売
店
等
に
連
絡
し
ま
し

ょ
う
。
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サ
イ
ズ
の
調
理
器
具
（
鍋
・
鉄

板
な
ど
）
を
使
用
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
保
管
す
る
場
合
、
火
気
や
暖
房

器
具
の
近
く
に
は
、
絶
対
に
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
廃
棄
す
る
際
は
、
完
全
に
使
い

切
り
ま
し
ょ
う
。

▽
ガ
ス
抜
き
を
す
る
際
は
、
屋
外

等
の
ガ
ス
が
滞
留
し
な
い
換
気

の
良
い
場
所
で
実
施
し
ま
し
ょ

う
。

■
家
庭
で
使
わ
れ
た
ス
プ
レ
ー
缶

や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
ガ
ス
抜

き
に
不
安
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

ガ
ス
抜
き
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ス
プ
レ
ー
缶
等
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
消
防
本
部
・
市
民
課
で
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。

※
一
般
家
庭
で
使
用
さ
れ
た
も
の

が
対
象
で
す
。
ガ
ス
抜
き
後
、

缶
を
返
却
し
ま
す
の
で
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

願
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
予
防

・
保
安
グ
ル
ー
プ
（
緯
４
２
～

３
２
５
５
）
環
境
交
通
グ
ル
ー

プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２
～
３

２
１
７
）

　
消
臭
ス
プ
レ
ー
や
ヘ
ア
ス
プ
レ

ー
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
ガ
ス
ボ

ン
ベ
な
ど
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品
は
、

可
燃
性
の
ガ
ス
が
含
ま
れ
て
お
り
、

取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
ガ
ス

爆
発
を
起
こ
し
て
し
ま
い
非
常
に

危
険
で
す
。
次
の
注
意
事
項
を
必

ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
な
ど
火
気
の

あ
る
場
所
で
使
用
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
に
ボ
ン
ベ
を

装
着
す
る
際
は
、
確
実
に
セ
ッ

ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

▽
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
ボ
ン
ベ
収

納
部
分
を
覆
う
よ
う
な
大
き
な

雪
の
重
さ
は
大
敵
！

　
　
　
雪
害
事
故
に
ご
注
意
を

ス
プ
レ
ー
缶
の
火
災
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
注
意
鎧
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病　　　態種　　　類

脳動脈の閉塞、狭さくによって起こり、その病態により３つに分類される。  脳梗塞

血管が

詰まる

脳

卒

中

日本人に最も多いタイプで、脳の細い血管が損傷を受けて詰まり、脳の深い部
分に小さな梗塞を作る。症状は軽いことが多いが、繰り返し起こると血管性の
認知症などを起こすことがある。

ラクナ梗塞

脳の太い血管の動脈硬化によるもので、顔や体の片側に麻 痺 やしびれなどの症
ひ

状が起こる。
アテローム血
栓性脳梗塞

心房細動などが原因で心臓内にできた血栓が脳に運ばれて、脳の血管が詰まる。
他の脳梗塞に比べて起こり方が突然で重症例が多い。

心原性脳梗塞

脳の中の血管がもろくなり、破れて出血し、正常な脳組織を破壊・圧迫する。  脳出血
血管が

破れる
脳の表面にある血管にできたこぶ（動脈 瘤 ）が破れて出血し、正常な脳組織を

りゅう

破壊・圧迫する。前駆症状として猛烈な頭痛や吐き気がある。
  くも膜下出血

　今月のレッツ健康は、『脳卒中』についてです。

　新聞を取りに行くだけ、ちょっと玄関先を掃くだけなどのときも油断せず、上着を着る習慣をつけ

ましょう。また、普段から自分の血圧を確認しておくことはとても大切です。市広報１月号に血圧

について掲載していますのでご覧ください。

■脳卒中の種類と病態

　脳卒中は脳のどの部位が損傷されるかにより、下記のような様々な症状が起こります。脳卒中は

すぐ治療することで死亡率を下げ後遺症を減らせます。疑わしい症状がみられたらすぐに救急車を

呼ぶなどして病院に受診してください。また、一過性脳虚血発作（一時的に脳の血流が悪くなる）で

は、症状はしばらくすると治まりますが、脳梗塞の前兆となる症状ですので、すぐに受診が必要です。

　次回は、『平成３０年度の健（検）診結果』です。

〈問い合わせ〉保健予防グループ　市役所２階　緯４２～３２１３

◇お風呂に入る前は脱衣所を暖める
◇早めにお風呂のフタを開け、服を脱いでいる間はシャワーを出すなどして浴室内を暖める
※熱すぎるお風呂に入ると一時的に血圧が上がるので注意する。

お風呂

◇トイレ用ヒーターなどでトイレを暖める
◇トイレに行くときは上着を着る
※便秘により血圧が上がることがあるので、便通を整える。

トイレ

◇布団の中で手足を動かし体を温めてから起きる
◇布団から出てすぐに上着や靴下を身につける

起床時

◇事前に車内を暖める
※車の運転はストレスになり血圧を上げることがあるので、余裕をもって準備する。

運　転

　暖かい場所から急に寒い場所に移動すると、毛細血管が収縮し、血圧が上昇します。“ちょっとの時

間だから”“面倒だから”“暖房をつけるのはもったいないから”と、考えがちですが、血圧が高くな

るのを防ぐため、寒さへの対策を習慣にしていきましょう。特に血圧治療中の方や血圧が高めの方

は要注意です。

■寒い時期の血圧対策～高血圧は脳卒中の最大の危険因子です！～

〈今日からできる高血圧予防のための寒さ対策〉

〈脳卒中の主な病状〉

○顔や体の片側に麻 痺 やしびれが起こる　○ろれつが回らない　○人が話している
ひ

ことが理解できない　○力はあるのに立てない、フラフラする　○片方の目が見え

ない、物が二つに見える、視野が欠ける　○経験したことのない激しい頭痛がする

■脳卒中と生活習慣

生活習慣病のコントロール不良、

加齢・遺伝的要因

不適切な食習慣、

塩分過多、喫煙、

多量飲酒、運動不

足、ストレス等

脳卒中

高血圧、糖尿病、

脂質異常症、心疾

患等

生活習慣病


